
本の紹介

　本書は、近江楽座という滋賀県立大学の
地域教育プログラムによる学生と大学、地
域との実践活動の20年間の記録です。
　地方創生が課題となっている高齢化、人
口減少社会において、人々がよりよく生き
ていくこと (Well-being) と地域の持続 
(Sustainability)を両立させる地域づくりを
如何に進めていくかが問われています。
　その問いに対して、大学生が継続して長
年、地域に関わることによって地域がどう
変わってきているのかを示すことで、 解決
策の多くのヒントを提示しています。
　学生と関わることで地域の人たちが変わ
り、同時に学生たちも成長していく、その
相互作用によるドラマが描かれています。
　地域との関わりを模索し続け、「できるこ
と」を形にしていく学生たちの姿に、地域
と大学の未来の可能性を見出すことができ
ます。学生力とともに地域活動を支えるノ
ウハウも数多くまとめています。
　学生の地域活動に関わる方々や外部人材・交流による地域づくりに関心のあるすべての
方々に是非、お手に取っていただきたい一冊です。

■本の購入方法

『地域と関わる学生たちのバトンリレー　近江楽座の実践から地域と大学の未来へ』
現代図書　B5版／88項／定価(本体1,600円+税)／2025年3月発行
ISBN: 978-4-86299-045-7

・オンラインストアで購入する（https://gendaitosho.stores.jp）※送料無料
・書店や大学生協で購入する
・Amazonで購入する

地域と関わる学生たちのバトンリレー
近江楽座の実践から地域と大学の未来へ

編著：滋賀県立大学 近江楽座推進サポート会議

第7回 ちば自治会地域サミットin市川　開催について
ちば自治会サミット実行委員会　鈴木 介人

　このサミットは令和4年に八千代市と柏市の自治会メンバーを中心としてスタートし、県内外の
自治会や団体と知識を共有するなどして地域を盛り上げており、これまでには八千代市、流山市、
柏市（フォーラム形式）、成田市で開催してきました。
　第7回目となる今回は市川市自治会連合協議会創立60周年事業として開催します。「自治会や地
域」のことを考えている皆さんで集まって講演を聞き、話し合いをして、今後の地域を創りましょう！

地域活動の情報コーナー

【申 込 方 法】 11月10日（月）までに2次元コードからお申込み下さい。
【問い合わせ】 市川市市民部自治振興課　TEL:047-334-1128
　　　　　　 メール:jichikai-summit@city.ichikawa.lg.jp

※8月末現在の予定ですので、内容につきましては、今後変更する場合がございます。

開催内容

日　程　11月22日(土)　13:00～17:00 (※8月末現在の予定です。講師の関係で今後変更する場合があります)

会　場　生涯学習センター（メディアパーク市川）グリーンスタジオ並びに研修室を予定（市川市鬼高1-1-4）
対　象　自治会や地域に携わっている個人、団体、企業等
主　催 市川市自治会連合協議会
共　催 市川市
後　援 千葉県自治会連合会　千葉商科大学　IPU環太平洋大学　
主　管 ちば自治会サミット実行委員会

プログラム内容

基調講演 ・風通しの良い自治会の運営が地域のハブ機能を高めるか
千葉商科大学　総合政策学部　専任講師　戸川 和成 氏

事例発表

・デジタル化推進による活性化と効率的運営　-次世代につなぐ-
市川市東行徳自治会　デジタル推進化メンバー　

・地域とつながる一歩　－自治会ボランティア体験から学んだこと-
IPU環太平洋大学　学生ボランティア体験チーム

・正常化、開かれた住民組織を目指して
船橋市丸山町会 改革推進グループ　

・持続可能な自治会活動　～町会活動の参加促進～
習志野市連合町会連絡協議会 会長　鈴木 とし江 氏

・20歳の大学生ですが自治会の役員をやっています
松戸市小金原9丁目町会 役員　今泉 人和 氏

グループワーク 自治会活動の整理整頓をしてみよう!
　定員70名　若い世代から役員までの多世代参加を予定しています。
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